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１ 沿革と施設の概要 

（１）沿 革 
本市の動物公園事業の歴史は古く，昭和 11 年４月１日に広瀬川河畔（現在の青

葉区花壇）に全国で 11 番目に開園した「仙台市動物園」が始まりであるが，この

動物園は戦災により昭和 20 年７月に廃止した。その後，昭和 32 年 10 月に「子供

動物園」（現在の青葉区荒巻字三居沢）を復活させ，子供たちの“大きな動物園が

ほしい”との声に応えるため，昭和 40 年 10 月 15 日に現在の太白区八木山地区に

「仙台市八木山動物公園」を新設した。以来，順次施設の増設を進め，昭和 53 年

４月に爬虫類館及びゴリラ舎，昭和 62 年６月にレッサーパンダ舎等を新設した。 

平成元年３月には，八木山動物公園の将来への展望を「仙台市八木山動物公園

基本構想・基本計画策定報告書」にまとめ，平成４年度から年次改修計画に基づき

順次施設の改善に着手し，平成５年 10 月に南入園口（現在の西門出入口付近）を

新設して入園者の利便を図った。また，動物本来の生態環境を模した放飼場で動

物を見せる生態展示を基本構想として，平成 11 年６月にはアフリカゾウ舎及びア

フリカ平原放飼場を改修，平成 14 年７月に猛獣舎を改築し，環境教育にも利用で

きる施設となった。 

平成 19 年 10 月には，「八木山動物公園運営方針－百万人の動物園を目指して

－」を策定し，平成 27 年度開業予定の地下鉄東西線を見据えた魅力ある動物公園

施設整備等を行うこととし，平成 22 年４月にビジターセンターを新設した。 

また，環境教育の充実のため，平成 19 年 10 月に宮城教育大学との連携協力の

覚書を締結し，野生動物を通じた環境教育プログラムの作成と実践に取り組むと

ともに，平成 20 年５月には，マダガスカル共和国のチンバザザ動植物公園と協力

協定を締結し，環境教育や飼育繁殖技術の支援を行うなど，マダガスカル固有の

希少動物の保護・保全活動に取り組み，平成 28 年度から令和元年度にかけて第２

段階となる事業を実施した。 

平成 23 年３月には，東日本大震災による被害のため休園を余儀なくされたが，

迅速な応急復旧により，同年４月 23 日には再開園することができた。 

平成 24 年度には，東日本大震災による社会情勢の変化や希少動物ジャイアント

パンダの導入を見据えて，平成 19 年度に策定した「八木山動物公園運営方針」の

再整備計画の見直しを行い，平成 25年８月に，この運営方針の一部改定を行った。 

平成 27 年 10 月 15 日には開園 50 周年を迎え，同月 18 日に記念式典を開催し

た。 

平成 29 年４月には，八木山動物公園で初となるネーミングライツの運用を開始

した。 

平成 29年３月に竣工した八木山動物公園再整備計画に基づくふれあい動物園整

備事業では，平成 29 年４月に飲食物販棟を先行して供用開始した後，同年７月に

は「ふれあい館」を含めた施設の全面供用を開始した。 

平成 29 年 12 月には「八木山動物公園運営方針」を改定し，当園の現状や課題

を踏まえ，中長期的な観点から運営の方向性を定めた。 

平成 30 年５月には国内で飼育されているアフリカゾウの繁殖に向け，秋田市大
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４月に爬虫類館及びゴリラ舎，昭和 62 年６月にレッサーパンダ舎等を新設した。 

平成元年３月には，八木山動物公園の将来への展望を「仙台市八木山動物公園

基本構想・基本計画策定報告書」にまとめ，平成４年度から年次改修計画に基づき

順次施設の改善に着手し，平成５年 10 月に南入園口（現在の西門出入口付近）を

新設して入園者の利便を図った。また，動物本来の生態環境を模した放飼場で動

物を見せる生態展示を基本構想として，平成 11 年６月にはアフリカゾウ舎及びア

フリカ平原放飼場を改修，平成 14 年７月に猛獣舎を改築し，環境教育にも利用で

きる施設となった。 

平成 19 年 10 月には，「八木山動物公園運営方針－百万人の動物園を目指して

－」を策定し，平成 27 年度開業予定の地下鉄東西線を見据えた魅力ある動物公園
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再整備計画の見直しを行い，平成 25年８月に，この運営方針の一部改定を行った。 

平成 27 年 10 月 15 日には開園 50 周年を迎え，同月 18 日に記念式典を開催し

た。 

平成 29 年４月には，八木山動物公園で初となるネーミングライツの運用を開始

した。 

平成 29年３月に竣工した八木山動物公園再整備計画に基づくふれあい動物園整

備事業では，平成 29 年４月に飲食物販棟を先行して供用開始した後，同年７月に

は「ふれあい館」を含めた施設の全面供用を開始した。 

平成 29 年 12 月には「八木山動物公園運営方針」を改定し，当園の現状や課題

を踏まえ，中長期的な観点から運営の方向性を定めた。 

平成 30 年５月には国内で飼育されているアフリカゾウの繁殖に向け，秋田市大
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森山動物園及び盛岡市動物公園と協定を締結し，国内初となるメスの交換をはじ

めとする３園連携による繁殖の取組みを進めている。 
希少動物の繁殖については，多くの実績があり，平成 31 年２月にはクロサイの

繫殖に成功し，令和元年 10 月にはスマトラトラの繁殖に成功した。 
また，北海道大学と連携して人工授精に取り組んできたホッキョクグマについ

ては，令和４年 11 月に成育には至らなかったが，２頭の繁殖に成功している。 
令和３年８月には，老朽化した施設の長寿命化対策と動物園の魅力アップのた

めの再整備を行うため，「八木山動物公園施設長寿命化再整備計画」を策定し，順

次施設整備を進めている。 
 

（２）施設の概要               
所 在 地 仙台市太白区八木山本町一丁目 43 番地 

敷地面積 121,405.00 ㎡ 

動 物 舎  6,424.78 ㎡ 

放 飼 場 11,797.19 ㎡ 

治療施設  513.73 ㎡ 

ビジターセンター 1,885.57 ㎡ 

管理施設  1,793.74 ㎡ 

立体駐車場 4,211.94 ㎡ 

都市計画決定 

昭和 45 年６月９日  宮城県告示第 451 号 

昭和 57 年１月 26 日 宮城県告示第 100 号（変更） 

平成 17 年９月 30 日 仙台市告示第 1156 号（変更） 

平成 24 年１月 13 日 仙台市告示第 15 号（変更） 

（３）開園時間・休園日 

開園時間  （３月～10 月） ９:00～16:45 

     （11 月～２月） ９:00～16:00 

休園日 水曜日（ただし，水曜日が祝休日にあたる場合は，その翌日） 

年末年始（12 月 28 日～１月４日） 

（４）入園料 
 一般 

（高校生以上） 
小・中学生 通年利用 

（年間パスポート） 

個人 480 円 120 円 1,200 円 

団体(30 人以上) 380 円  90 円  

※  未就学児は無料。有料公園施設の利用許可に係る使用料の減免に関する事務取扱

要綱にて種々の減免を行っている。 

 
 

■令和４年度 八木山動物公園月別入園者数 （単位：人）

４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月

計

（資料：管理課）

■令和４年度 八木山動物公園地域別団体入園者数（有料分） （単位：件,人）

人 数

843

3,326

1,990

456

47

3,347

3,372

798

174

0

0

116

14,469

7,025

7,444

（資料：管理課）

■八木山動物公園年度別入園者数 （単位：人）

（資料：管理課）
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幼 児

無 料

12,921

17,723

件 数

8,835

6,394 2,764

5,318

878

864

1,393

978

人 数

10,616

40,3077,170

県 内

4,334

33,137

0

103

4,288

8,791

13,495

11,962

6,122

2,476

5,274

12

福 島

1,261

2,131

1,594

4,437

5,720

4,434

616

1,768

36,192

288

6
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12月
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1

1
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0

0
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0
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令 和 ３ 年 度 365,098 新型コロナウイルス感染症の影響による臨時休園を実施

令 和 元 年 度

令 和 ２ 年 度 新型コロナウイルス感染症の影響による臨時休園を実施
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44
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森山動物園及び盛岡市動物公園と協定を締結し，国内初となるメスの交換をはじ
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また，北海道大学と連携して人工授精に取り組んできたホッキョクグマについ
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３ 飼育動物 

■八木山動物公園飼育一覧表             （令和５年４月１日現在） 

■八木山動物公園飼育動物の種類及び点数の推移 

 哺 乳 綱 鳥 綱 爬 虫 綱 計 

種 点 種 点 種 点 種 点 

昭和 40年 10月 31日（開園当時） 50 146 57 206 － － 107 352 

令 和 ５ 年 ４ 月 １ 日 41 276 45 175 31 127 117 578 

 
４ 八木山動物公園再整備事業 

 地下鉄東西線開業を見据えた魅力ある動物公園施設整備として，ビジターセンタ

ーや西門広場エントランスを整備すると共に，アフリカ園に至る通路など，園路の

バリアフリー化を実施し，平成 29 年７月には，体験型施設「ふれあい館」の供用を

開始した。 

平成 29 年 12 月に「八木山動物公園運営方針」を改定し，老朽化した施設の長寿

命化対策と動物園の魅力アップのための再整備を行うため，平成 30 年度に施設長寿

命化等計画の検討に着手し，令和３年８月に施設長寿命化再整備計画を策定した。 

 本計画に基づき，令和４年１月よりエリアⅠ（既存アフリカ園を活かした新アフ

リカ園として，大型希少動物を中心とした展示エリア）の施設整備に着手しており，

今後も引き続き，事業の着実な推進を図っていく。 

 
５ サポーター制度の推進 

 平成 23 年１月より，八木山動物公園に対して寄附を行っていただく方々を対象と

した「オフィシャルサポーター」の制度をスタートさせた。 

 令和４年度末時点でのサポーター認定件数は 392 件となっており，今後も推進を

図っていく。 

 

綱 目 科 種類 点数 綱 目 科目 種類 点数 

哺 

乳 

綱 

有 袋 目 １ １ 14 

鳥 

綱 

カ モ 目 １ 17 97 

霊 長 目 ６ 11 93 ツ ル 目 １ ３ ４ 

兎 目 １ １ 34 チ ド リ 目 １ １ １ 

げ っ 歯 目 ３ ５ 58 オ ウ ム 目 ２ ６ ９ 

食 肉 目 ７ 11 31 フクロウ目 １ ４ 15 

長 鼻 目 １ １ ３ 小計 10 目 12 45 175 

奇 蹄 目 ２ ４ 14 爬

虫

綱 

ワ ニ 目 １ １ １ 

偶 蹄 目 ５ ７ 29 有鱗目（トカゲ亜目） ２ ２ 46 

小計 ８ 目 26 41 276 有鱗目（ヘビ亜目） ３ ７ 25 

鳥 

綱 

ダチョウ目 １ １ ２ カ メ 目 ６ 21 55 

ペンギン目 １ １ ８ 小計 ４目(２亜目) 12 31 127 

コウノトリ目 １ １ ４  

合計 
綱 目 科目 種類 点数 

フラミンゴ目 １ ３ 19 ３ 綱 22 目 

(２亜目) 
50 117 578 

タ カ 目 ２ ８ 16 
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６ 自主財源の確保（ネーミングライツ） 

（１）導入趣旨 

    新たな収入源を確保し，施設管理運営等のための財源として有効活用するとと

もに，事業者の方々に企業 PR や地域貢献などの場を提供するため，施設命名権（ネ

ーミングライツ）を導入した。 

（２）募集及び愛称 

  ネーミングライツでは導入趣旨に賛同し，契約料を負担いただく企業等を公募

により募集している。また，条例上の名称は変更せず，愛称としている。 

現在は，株式会社藤崎と契約を締結し，令和２年度より「八木山動物公園フジサ

キの杜」の愛称で運用を開始し，令和５年度から令和７年度まで継続となった。 

 

７ 各種事業 

（１）種の保存事業  

  近年，野生動物の生息環境の悪化に伴い，生物種の減少が急速に進んでいる。こ

のような背景をもとに，動物園は希少動物の保護繁殖を図る役割を果たしていく

ことが強く求められている。 

八木山動物公園では，昭和 58 年よりシジュウカラガンの羽数回復事業を推進し，

平成 26 年には宮城県を中心に１つの個体群を維持するのに最低限必要な数 1,000

羽を越える 1,070 羽が飛来し，平成 30 年にはその数が約 5,000 羽となるなど，渡

りの復活に大きな成果を残した。 

また，八木山動物公園では，絶滅危惧種であるクロサイのオス・メスを平成 29

年 11 月にペア形成し，平成 31 年２月にメス１頭の繫殖に成功している。令和元

年 10 月には希少動物であるスマトラトラの繁殖に成功し，北海道大学と連携して

人工授精に取り組んできたホッキョクグマについては，令和４年 11 月に成育には

至らなかったが，２頭の繁殖に成功している。 

さらに，平成 30 年に開始した東北３園アフリカゾウ繁殖プロジェクトでは，秋

田市大森山動物園とメスのアフリカゾウを交換し，北海道大学，北里大学，岐阜大

学と連携して繁殖に向けた研究を進めている。 

（２）環境教育事業 

平成 19 年９月に宮城教育大学と連携協力の覚書を締結し，「動物公園を活用し

た環境教育プログラム」の作成と活用により，これまで環境教育の機会を増やして

きた。 

平成 29 年７月に供用開始した「ふれあい館」を中心に，動物とそれらを取り巻

く環境について楽しみながら学んでもらうための様々な教育プログラムを実施し

ている。また，教科書の単元に合わせた各プログラムを紹介する「学びのガイドブ

ック」を作成し，市内の学校等に配布しているほか，当園のホームページでも学習

プログラムを案内しており，今後も引き続き学習施設としての機能を充実させて

いく。 
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（３）マダガスカル関連事業 

平成 20 年５月，マダガスカル共和国のチンバザザ動植物公園と協力協定を締結

し，同国固有の動物種の保護，保全を目指している。 

平成 28 年度から令和元年度まで JICA 草の根技術協力事業を活用して職員や専

門家の相互交流を行い，飼育技術及び獣医療技術の移転や環境教育プログラム作

成などの啓発活動を実施した。今後も引き続き同国の希少動物の保護・保全に協力

していく。 

（４）普及啓発事業 

今までの動物園は，世界中の珍しい動物を集め見せることに主眼が置かれてい

た。 

現在，動物園における社会的役割は，単に珍しい動物を見せるのみではなく，動

物を通して環境や命について考えてもらう場となってきていることも踏まえ，各

種イベント等の開催により動物公園の魅力アップを図っている。 

 

（令和５年度実施予定のイベント等）  

  １ 有料えさやり体験（モルモット，アフリカゾウ，ニホンザル，ヤギ） 

  ２ ふれあい事業（ウサギ，モルモット，ヤギ，ヒツジ，フリーフライト観察等） 

  ３ ゴールデンウィーク期間事業（ふれあい広場，動物のえさやり体験等） 

  ４ 動物のおはなし 

  ５ サマースクール（小学生の飼育体験） 

  ６ 夏休み親子体験教室 

   ７ アフリカゾウの鼻実験 

  ８ ホッキョクグマに氷のプレゼント 

  ９ ナイトズージアム 2023（夜間開園） 

  10 ドリームナイト・アット・ザ・ズー 

   11 写真コンクール，作文コンクール，写生大会 

   12  動物感謝祭 

   13 開園記念日イベント 

   14  八木山フェスタ（八木山ベニーランド，東北工業大学，八木山市民センター， 

      東北放送との共催事業） 

  15 マダガスカルデーイベント 

   16  動物園セミナー 

   17 教員向け動物園活用セミナー 

   18 正月臨時開園イベント 

   19 各種実習・職場訪問等 

   20 学習プログラム 
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